
これからの主な

「学び」イベント このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

　ここに掲載する情報は、各研究・教育機関や施設が公開している情報
を基に掲載していますので、当社の責任で開催を保証するものではあり
ません。日時、内容に変更がある可能性がありますので、詳しくは各問
合先へご確認ください。
　有料・要申込の場合の料金や申込方法など	Ä�I�x �8�F�C 
[ �t���L ��
しております。ぜひご覧ください。
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JAN

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

2
FEB

������������

�ª�æ�l�o�̂ �‘ �O�‚ �®�¶�|��̄w	Ô	t�•�«

�®�¶�| �¯� �Õ�ï�Ä�t�æ�l�o�V�‡�̀�h

�¡	��w
`

�¶	[�w
H�„�q�¢�½�›�m�s�Y	Ø�C�½�®�‡�s�|�w�Š�¯�H�����ø�—
C�æ�Ô���������å���D���Ô
�'�h�~�$	B�y�k��	Z
[�¹�n�Ò�Ü�q�þ�®�‡�s�|�w�Š�¯�$	B
æ�—
C�æ�y�k��	Z
[�¹�n�Ò�Ü�q�þ

� �7
Œ������

�ð�M�ù�˜�d
Œ

�ß���� �� �����������y
‹�F�¢	��›�à�á�¸�w�è
b�Ê��
j�����ø
�k��	Z
[�¹�n�Ò�Ü�q�þ�º�®�‡�s�|�w�Š�¯�$	B
æ

�5�&�-�������� �������� ����������
�' �"�9�������� �������� ����������

�N�B�O�B�C�J�O�P�N�F�!�T�B�T�B�Q�Q�B���D�P���K�Q
�¢ �'�"�9 �x���� �Ì��	!
Ç�y �?�é	!
Ç�Ì�� �����• ���� �™�����• �������T�~�Ô�~	U�Ô	†�X�£

�S�a�Œ�‡�` �‡ �b

�¶�|�w�	 �t

�Ç���'�3�&�& �]�×���t�S�Ë�j�<�“�X�i�̂ �M�{

�B�y�å�y�½

�³�æ�”�¶ �®�f�Ô�Š�G
��B�¯ �²���³
�y���•�G
��B�t
-�”�•

�����H���y�y�y�ø

� �—�y�Ò�Ü�q�þ�¢
I�y���v�q�þ�h
æ
Y�¤
a�Š�y�Ò�Ü�q�þ�Â� �«�ë�ï


$	{�§�”�Å
�R	Æ
Ç

�«� �¶�K�“�‡�b

�¦�H �� 
æ�§

���%�q�g�%�w�—�›	B�Š�o�z	ý�h�s�w�B�¶�›
\�ˆ	Z�b

�¦�H �� 
æ�§

�¤�•�¬�w�y��	{�w�r�¡�›	O�v�o�z�Í�w�B�•�t
‹�Q�”

��
’�y�y	ý�� 
Œ
\

�f�z�G�¶�y�B�•�J�¶���M�Z�€	t	t�Õ
�‰�y�º�™�¿�‰�-���Z�€
ü�ú�­	$

�¢�Ð�•�Ì�E�™�~�º�™�¿�‰�-���¶�£

�S�a�Œ�‡�` �‡ �b

�¶�|�w�	 �t

�®�>�¯�t�s�”�®���¯�~�~�~�p�þ�x�t�?�›
Ê
[�b�”	ì�À�q� �̀o�z�ý�È�w�Š�R�w
R�“�q�j�p�K�”�®�Š�È�¯�›�G
~�t
� �̀h�M�q�M�O�¥�M�U�K�“�z�þ�Ê�t�–�˜�•�”�Š�È�w�®���¯�›�–�;�b�”�\�q�p�f�w�¥�M�›
 �̄ �̀o�M�‡�b�{

�8�F�C
[�x
5�Ì�Ë	ý�¤�‚

�I�U�U�Q�������X�X�X���N�B�O�B�C�J�O�P�N�F���D�P�N

�‡�s�|�w �Š�9 �U�g


C�æ�—

�$�{�5�y
’�¢
��y
A�ú�-�¿�y�•�{	2���y�
�{�‘�î�y
A�ú�Þ���y�~	Í�¤�6

�¦�Ò�²�”�Ì�”�•�k���[�¾�y�^�ú	]���y�É�>
P�õ�	�f�z�G�¶�G�¶�Ã�

�®�‡�s�|�w�Š�¯

�$	B
æ

�\�•�T�’�w	� �s�®�¶�| �¯� �Õ�ï�Ä ���� �E���L�‚

�\�w�¹�n
ú�x�¬�æ�”�ï�,	j�t�&�ù� �̀h�¹�n�¿�P�›�–�;� �̀o�z�¬�æ�”�ï�Ó�æ�ï�Â�Ÿ�ï�¬�Ý���»	Ô�U�¹�n
� �̀h���¥
��€	Ž
¼�p�b�{�;�´�x
y�Ú�›�‹�l�o���g�^�•�h	ÿ�›�T�’� �̂’�•�h�'�4�$

�š
�Ý	Â�´�›�–�;� �̀z� 

�ï�©�x���¥�t�•� �̂ �̀M	è
ú�	� �ï�©�›�–�;� �̀o�M�‡�b�{

�Ê�¶�•�w�•�y �°�

F�´�±���	�>�v�‹
™�£

���������å���D���Ô
C�æ�'��

�Í �ø
�Â�”�Ú������ �•�®�°�R�¯�®�°�R�¯

�Þ���������å�����D�����Ô�‰�5�®�‡�s�|�w�Š��̄-�J�W�F
[
�ª	��P�-�J�W�F�‚�y�G
��B�t
-�”�µ�®�¶	[�w
H�„��̄w�Ÿ
N�~�º�™�H�w�¹�:�«
�p�¬�‰	��P� �̀h�º�0�›�G�Ä�t�‡�q�Š�o�M�‡�b�{

�H�����s �Ê�¶�•�w�•

�° �

F�´ �±
�����>�v�‹
™���¶��

����	ý�È�þ

�����Ô�Š���¶
¶	B�����y �‘�“

�¢���������å���D�����Ô�y	s
[
C�æ�£

�8�F�C
[ �›
�]�a�X�i�̂ �M ���I�U�U�Q�������X�X�X���N�B�O�B�C�J�O�P�N�F���D�P�N

�‡�s�|�w�Š �U�g�e
�{
�e
�{

�®�‡�s�|�w�Š�¯�Z�€	�� �ï�»�Ï�á�”�t�]�J	Ô�M�h�i

�M�h
Œ
\�M�w�¶	{�›	º�p�b�”�¯�”�Æ�”�p�b�{�®�¶�|

�w�	�t�S�a�Œ�‡�`�‡�b�¯�›�¡�œ�p�®�‹�l�q
��X�¶�|

�h�M�‚�¯�q�ò�a�‡�`�h�’�e�{�]�b�;�X�i�^�M�{

�"�N�B�[�P�O�›�è�a�o���«���‹�D�ó�p�b�{

�,�����)�Ÿ�(�� �‡�s�|�w�Š�h�� �•�•

�‡�s�|�w�Š�h�‡�s�|�w�Š�h

�G�B�D�F�C�P�P�L
�Ö�”�´�• �x
�\�j�’�T�’�ð

�5�X�J�U�U�F�S
�Ö�”�´�•�x
�\�j�’�T�’�ð

�G�B�D�F�C�P�P�L

�•�l�o�‡�b����
�5�X�J�U�U�F�S

�y	–�]�p�w�²�w�r�p�x���s�p	4�ƒ�b�”�{�7�™�t�z�²�×
��U�\�w


Œ�‹�Õ�X�G
~�t� �̀o�M�V�h�M�^
¼�›	��“	Í�[�”�\�q�t� �̀h�{

�y�\�w	B�x�z�°�X	Ó�±�°�†�Š�±�°	–�^�s
z�M�V�±�›�•�Š�z�¶	��w�^


¼�- ���� �#�›	)�Š�”�¢�§�¿�Ó�æ�ï�¬�x�°�¿	Ô�w�}� �±���z�‡�>
³

�ô�w �� �^
¼�£�{�¤�p�‹�°�

F�´�±�x�E
¯�^�q�z�œ�p�M�M�i�–�O�{

�q�•�t�x�Š�^�o�„
æ�›���œ�i���¶
~�U�K�”�{

�y�´�t���Ù�X�z�Ý�'�Ï�q�æ	Ž�w��
��“�U
'�‡�”	S�0�t	�
��¬�®�²�¯

�U�K�”�è�$�›�J�M�o�•�l�o�X�”�{�\�w�~	��t	S�0�w�S �º
�s�M

�Q
�W

�q�f

�w�È�U�/�“�4�O�‘�O�t�W�‡�”�{
ú� 
²
R
æ�p�z�c�•�Þ�•�w�®�²�¯

�›�\�•�’�w	��h�j�U�p�J�b�”	Ô�Ø�U	Z�o�X�”�{�(�-�s�t�?�›�°


~�;�M�c� �̀o�z� �̀T�‹
�
ú�q	Ô�w	Ø� �›
±�•�T�t�q	Z�^�d�z�³


��˜�d�”�(�Æ�›�’�b �C
�Z

��
�O

�s�«�p�K�”�{
��w
c�x	ô�c�”�t�
�”�z

�q�w�¥�M�t	F�h�^�•�”�{

�y�Ð�‚�h
c�“�p�x�z�"���þ���•�z	ý�È���•�z�è�Š�þ���3���•�s

�r�t�Š�^�U	)�Š�’�•�o�M�”�{

�y�ÿ �� �å�w�Õ�V�t�˜�h�“�z�]�j�¡�M�h�i�V�ò	�
��`	Í�[�”�{�{

�V���V�z	ý�h�s�•
��h�j�t�‘�”�Ê�¶�•�w�•�›�S� �̧ �̀ˆ�M�h�i�Z

�•�y�¾�M�p�K�”�{���y�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y���y�y�y�����¢�5�£ ��

�‡�\�q

�‹�l�q
�¶�‚�”�‚
�‹�l�q
�¶�‚�”�‚

�®�¶�|�¯ � �Õ�ï�Ä 	Ø�C���7	B�¤����

���L�‰�x�Á�‰�p�b�{

�Z�€	��w�…�7�U�¢�½�•�²�Z�o�æ�s�l�o�M�”�¬�‰�è�2�•
�³�ï�Ù�´�¢�Ü�s�w	Ø�C���™�›�S�4�j� �̀o�S�“�‡�b�‚
�Z�€	��w�…�7�U�¢�½�•�²�Z�o�æ�s�l�o�M�”�¬�‰�è�2�•
�³�ï�Ù�´�¢�Ü�s�w	Ø�C���™�›�S�4�j� �̀o�S�“�‡�b�‚

毎週土曜日トワイライトサロン 「MA ☆（マスター）
土佐誠の宇宙が身近になる話 」
講　師　土佐　誠（仙台市天文台長）

仙台市天文台　オープンスペース　他

17:00

▲

17:45

Tel 022-391-1300仙台市天文台
http://www.sendai-astro.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

11月23日（金）～2月24日（日）特別展「生誕 100 年／追悼　彫刻家　佐藤忠良
展 ―『人間』を探求しつづけた表現者の歩み―」

宮城県美術館

9:30

▲

17:00

Tel 022-221-2111宮城県美術館・読売新聞社・美術館連絡協議会・ミヤギテレビ
http://www.pref.miyagi.jp/bijyutu/museum/

場　所

主催者

URL

問合先

11月27日（火）～2月24日（日）旬の常設展 2012-2013 冬
「かたちでわかる古文書入門」ほか

仙台市博物館

9:00

▲

16:45

Tel 022-225-3074仙台市博物館
http://www.city.sendai.jp/kyouiku/museum/

場　所

主催者

URL

問合先

1月11日（金）市民公開講座
「日常生活の中にある心理学」
講　師　二瀬　由理（東北工業大学ライフデザイン学部経営コミュニケーション学科准教授）

東北工業大学一番町ロビー　4階ホール 60名

18:30

▲

20:00

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月12日（土）トークイベント「国立工藝指導所をめぐ
る、わたしたちの物語」
講　師　菅澤　光政（元（株）天童木工開発部長）他

東北工業大学一番町ロビー　4階ホール 60名

13:30

▲

15:00

Tel 022-723-0538公益財団法人仙台市市民文化事業団
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月13日（日）平成 24 年度オープン講座「時刻表から
読み解く昭和 50 年代の鉄道・バス」
講　師　齋藤　賢之（東北歴史博物館主任研究員）

東北歴史博物館　3階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/enter_top.html

場　所

主催者

URL

問合先

1月18日（金）～3月17日（日）ミニ企画展「沼沿いのムラの
環境と暮らし」

仙台市縄文の森広場

9:00

▲

16:45

Tel 022-307-5665仙台市縄文の森広場
http://www.city.sendai.jp/kyouiku/jyoumon/

場　所

主催者

URL

問合先

1月19日（土）特別展「生誕 100 年／追悼　彫刻家　佐藤忠良展
―『人間』を探求しつづけた表現者の歩み―」展示解説
講　師　宮城県美術館学芸員

宮城県美術館　2階展示室 2/16 にも開催

14:00

▲

Tel 022-221-2111宮城県美術館・読売新聞社・美術館連絡協議会・ミヤギテレビ
http://www.pref.miyagi.jp/bijyutu/museum/

場　所

主催者

URL

問合先

1月20日（日）平成 24 年度オープン講座　「縄文時代の
資源利用とその季節性」
講　師　山田　晃弘（東北歴史博物館学芸部長）

東北歴史博物館　3階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/enter_top.html

場　所

主催者

URL

問合先

2月23日（土）復興大学公開講座「復興の科学技術」防
災と地震予知　―地震工学の視点から―
講　師　神山　眞（東北工業大学名誉教授）

TKP仙台カンファレンスセンター（ソララガーデン・オフィス 2階・2A） 100 名

15:30

▲

17:30

Tel 022-795-4933復興大学
http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

3月 1日（金）～5月 6日（月）東日本大震災復興支援「若冲が来てくれました
―プライスコレクション　江戸絵画の美と生命―」

仙台市博物館

9:00

▲

16:45

Tel 022-225-3074仙台市博物館
http://jakuchu.exhn.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

3月 1日（金）東北大学リベラルアーツサロン　第 21
回：表現主義とナチズム、芸術と政治
講　師　樺島　博志（東北大学大学院法学研究科・法学部教授）

東北大学附属図書館（川内）

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-4977東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

3月 2日（土）第 50 回　小池光　短歌講座

講　師　小池　光（仙台文学館館長）
仙台文学館 80名

13:30

▲

15:30

Tel 022-271-3020仙台文学館
http://www.sendai-lit.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

3月23日（土）仙台藩志会公開講座　伊達学塾「伊達政
宗と山形県高畠町」
講　師　宮原　育子（宮城大学事業構想学部教授）

仙台市戦災復興記念館　5階会議室 130名

14:00

▲

16:00

Tel 022-392-7729仙台藩志会
参加資料代：700円

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

3月29日（金）東北大学サイエンスカフェ　第 90 回：
深海でさぐる巨大地震のなぞ
講　師　日野　亮太・久利　美和（東北大学大学院理学研究科）

せんだいメディアテーク　1階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-4977東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先
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おじゃまします
学びの庭に

2012 年 11 月 17 日、イズミティ 21 小ホールで行われた「取材 Live!　大震災に迫る」。
大変興味深いお話を伺えまして、その話を今回の記事にまとめました。
前編は、＜第一部　東北大学の「東日本大震災」への向き合い方を聴く＞として取材した

「東北大学災害科学国際研究所」に関する内容です。

文系と理系の力を集めて、新たな防災学を生み出す
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

【応募締切】2013年2月28日　当日消印有効

懸賞懸賞
クイズ

Q.1　東北大学による震災データのアーカイブプロジェクトの名称は？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。第二部の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。第二部の記事もご覧ください。

震災の翌月には地域復興プロジェクトを立ち上げた
　昨年（2011 年）3 月 11 日の午後は、仙台市役所の仕事のた
め、泉区の宮城県図書館にいました。長く激しい地震が来たのは、
図書館から市役所に向かうため車に乗せていただいた直後です。
信号機や電信柱が大きく揺れて倒れかかってくるのではないか
と怖かったですね。すぐに車内のラジオが大津波の警報を流し
始めましたので、これは大変なことになると思いました。
　市役所での会議は中止になって、自分の研究室がある東北大
学の川内キャンパスに向かいました。着くと、多くの人が屋外
に出ていました。私の入っていた研究棟は、エレベーター棟が
へし折れていました。耐震基準を満たしているので安全だと言
われていたので驚きました。危険だということで、すぐに立ち
入り禁止になりました。数日後にパソコンなど最低限の機器類
や重要書類などを運び出しましたが、他の部局から部屋を借り
ての研究生活が今も続いています。
　一方、私の自宅がある団地には、大きな被害はありませんで
した。家族は無事で、室内に物が散乱することもなかったので
す。ところがよく見ると家の外壁に大きくひびが入っていたり、
屋根が壊れたりしていて、結局は半壊指定になりました。業者
が忙しく、ようやく修復できたのは昨年の暮れです。
　団地は昭和 30 年代にできたためプロパンガスだったのです
が、その後都市ガスへの転換が進みました。しかし 17 年前の
阪神・淡路大震災の経験から、都市ガスの復旧が一番遅いこと
を知っていましたので、実はあえてプロパンガスを使い続けて
いたのです。幸い断水がなかったため、電氣が復旧した３日目
からは、風呂も使えるようになりました。
　東北大学は大きな被害をこうむりましたが、地域の復興と再
生に貢献するため、4 月には「災害復興新生研究機構」を立ち
上げました。大学は地域社会との結びつきが弱いと思われがち

ですが、東北大学の多くの研究者は、「今こそ自分たちの研究
を役立てる時だ」という強い氣持ちを持っていました。
　この「機構」が実現を目指した大きなプロジェクトは、地域
医療や情報通信の再構築、海洋環境調査による水産業復興支
援、放射性物質の除染対策、地域産業の復興支援など、全部で
8 つです。その下で 100 以上のサブ・プロジェクトが稼働し、
多くの研究者が参加しました。私自身は、新たな災害研究に、
文系・理系の枠組みを、また国境を越えて取り組むというプロ
ジェクトに加わりましたが、これが今年 4 月の「災害科学国
際研究所」の設立へとつながったのです。

震災の 4年前から始めていた文理横断型の災害研究
　私は歴史学の研究者で、江戸時代が専門です。まだ日の目を
見ていない古文書を探して地方を歩き回り、旧家の土蔵などか
ら見つかった史料をもとに地域の歴史を明らかにするという仕
事を続けてきました。今まで定説とされていた江戸時代の全体
像が、こうした地道な研究の積み重ねで、大きく変わる可能性
があると考えてきたからです。
　ところが 2003 年に発生した宮城県北部地震で、そういう
古い建物がたくさん損壊しました。そこで在仙の研究者や学生
に声をかけて大急ぎで現地に入り、4 ヶ月で 200 軒近くの旧
家の調査をしました。しかし、訪問が遅れて多くの古文書が処
分されたり、消滅してしまいました。この経験をきっかけに、
私は災害・防災研究に目を向けるようになります。
　一つは災害に備えて史料の発掘や保存を組織的に進めておく
こと。もう一つは史料の中から災害の記録を見つけ出し、でき
るだけ正確で詳しい事実を明らかにすること。そしてその教訓
を今後の防災に活かすこと。こうしたことが必要だと痛感した
のです。
　従来、災害・防災の研究は理系を中心に行われていました。
地震・津波をはじめとする自然現象のメカニズムの解明や、そ
れに耐えて人命や財産を守る建築物の耐震化や地震・津波警報、
堤防の設計などが代表的で、もちろん緊急医療も含まれます。
しかし自分が災害・防災というテーマに取り組み始めてみると、
法学、社会学、経済学、さらには心理学など、実は文系の中に
も災害・防災関連の研究が数多く存在するのに、それが相互に
十分に結びついていないということに氣づいたのです。
　「これではいけない」と、私は東北大学の先生方を訪ね歩き
ました。理系・文系を問わず、災害・防災に関係する研究者が

力を合わせれば、きっと実際的な成果を上げて社会に貢献でき
ると考えたからです。東北大学でどのような防災研究が行われ
ているかを外から見えやすくしたい、ということもありました。
　この提案に快く応じてくださった 19 分野 20 名の研究者で、
2007 年に「防災科学研究拠点グループ」を立ち上げました。
私が代表、津波研究の今村文彦先生が副代表を務めました。
　われわれが想定していた宮城県沖地震をはるかに上回る東日
本大震災によって、大きな被害が発生してしまったことは残念
でなりません。しかし 4 年の間に、この文理横断型のグルー
プ連携もさらに進み、文科省のプロジェクトにも採択されて防
災研究の基盤もできつつありました。このため「新たな研究所
を、このグループを基に創設してほしい」というご指示を井上
明久総長（当時）からいただき、多くの部局から応援をうけて
災害科学国際研究所が設立されることになったわけです。今年
度と来年度で整備を進め、2014 年 2 月には、青葉山のゴル
フ場跡のキャンパスに建物が完成します。

実践的防災に向け社会にも世界にも開かれた研究所に
　災害・防災の研究所は、東京大学や京都大学にもあります。
しかし東北大学のものは文理連携が大きな特徴で、文系の研究
者である私が所長に選ばれたことがそれを象徴しています。
　私たちは今回の震災で「専門分野に閉じこもっていては、社
会の期待に応えられる実践的な防災学の研究はできない」とい
うことを肝に銘じました。従って、社会との連携は特に重視し
ています。研究所には 7 つの部門がありますが、中でも「情
報管理・社会連携部門」は、新たな防災・減災社会をデザイン
し、災害の教訓を語り継ぐ方法を研究・提案するという仕事に
取り組んでいます。各種の貴重なデータを公開するための「東
北大学アーカイブプロジェクト　みちのく震録伝」というホー
ムページが既に稼働していますので、市民の皆さんもぜひご活
用ください（http://shinrokuden.irides.tohoku.ac.jp/）。
　他の部門もご紹介しましょう。「災害理学研究部門」では、
巨大地震のメカニズムの解明や、早期津波予測の高度化を進め
ています。巨大地震が発生した際、張り巡らせた観測網から送
られてくる膨大なデータを高速処理して、できるだけ早く、で
きるだけ正確な情報を提供することで、住民に具体的な行動を
促すことを目標としています。「災害リスク研究部門」では、
さまざまな観測データを用いて津波の動きや到達時の津波高、
被災過程などを分析しています。地震の規模を想定し、津波で

浸水する地域や高さをシミュレーションして、各地で進む復興
計画や新たな町づくりにも役立つデータを提供しています。
　また被災地の再生には、地域の状況を的確に把握し、バラン
スのとれた持続可能な地域として再生していくための調査・計
測技術などが必要ですので、「地域・都市再生研究部門」がそ
うした役割を担っています。災害には救急医療が大切ですが、

「災害医学部門」では、それだけではなく感染症対応や災害時
医療情報システムの保持や保健衛生システムなど、さまざまな
視点から、被災者の命と健康を守るための研究を続けています。
私の研究を含む「人間・社会対応研究部門」では、「被災地支援学」
の創成や災害認知、災害文化や資料保存研究などに取り組んで
います。ここですべての部門・分野をご説明することはできま
せん。研究所のホームページをご覧ください。
　研究所には、海外からもたくさんのアプローチをいただきま
した。研究したい、被災地に入りたいという希望の多さは、災
害・防災が、国や地域の別を問わず、切実な研究課題であるこ
とを示していると言えます。研究所は現在、11 の国、16 の
大学と連携して研究を進めているところです。
　市民の方々に向けては、来年（2013 年）の 3 月 10 日に
大震災から 2 年目の報告会を予定しています。また学内で行
われている月１回の報告会（第 4 金曜日、午後 4 時 30 分～）
は公開しておりますので、ぜひご参加ください。

東北大学災害科学国際研究所所長　同　歴史資料保存研究分野教授
専攻＝江戸時代史・歴史資料保存学

平川　　新 先生
《プロフィール》（ひらかわ・あらた）1950 年福岡県生まれ。1981 年東北大学大学院
文学研究科博士課程中退。博士（文学）。宮城学院女子大学助教授、東北大学東北アジア
研究センター教授などを経て、2012 年より現職。『全集 日本の歴史 第 12 巻 開国への道』

（小学館）、『紛争と世論－近世民衆の政治参加』（東京大学出版会）など著書・論文多数。「ロゴに込められた想い」は、ぜひホームページにて ▶



おじゃまします
学びの庭に

取材記事「学びの庭におじゃまします」後編は、
取材 Live の＜第二部　歴史家の見方、考え方を学ぶ＞で伺った内容です。
平川先生が歴史研究から歴史資料保存という新しい研究分野に進んだ経緯、
今回の震災を受けての、歴史家から私たち市民に向けたメッセージなどをまとめました。

各地域の古文書の解読を重ねて、次の災害に備える
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

【応募締切】2013年2月28日　当日消印有効

懸賞懸賞
クイズ

Q.2　平川先生が訴える防災のために一番大切なことは？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。第一部の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。第一部の記事もご覧ください。

古文書に魅せられて江戸時代研究の道へ
　今は勉強を仕事にしている私ですが、中学校までは勉強が大嫌
いでした（笑）。なんのために勉強するのか、自分で納得できて
いなかったからだと思います。「高校には行かずに働く」と、家
族・親戚や学校の先生がとめるのも聞かずに東京に行き、同じ
福岡県出身の実業家である石橋正二郎にあこがれる氣持ちから、
石橋が創業したブリヂストンタイヤの工場で働き始めました。
　職場の先輩が人生の目標を持って学んでいる姿に接して、定
時制高校に通い始めたのはその秋からです。そこでお世話に
なった世界史の先生が、ご自身の研究にも熱心に取り組んでお
られていたことから、「こういう世界もあるのか」と思いました。
しかし 10 代のうちは建設業界の業界紙の記者をするなど仕事
を転々とし、高校を卒業したのは 21 歳。その後大学の通信教
育部から昼間部に移って、ようやく本格的な日本史研究に触れ
ることになります。
　最初はまったく読めなかった江戸時代の古文書が読めるよう
になり、また意味が分かるようになって面白さにのめり込みま
した。高名な研究者が書いた論文に、自分が史料から読み取っ
た内容と合わないところを発見するなどして、研究することの
本当の意味を知るようになります。卒業後は東北大学の大学院
に進み、今に至っているというわけです。
　大学では江戸時代の交通史で、大学院では流通史で論文を書
きました。やがて民衆運動に関心を持ち始めたのですが、江戸
時代の民衆運動と聞くと、皆さんの多くは百姓一揆や都市での
打ち壊しを思い浮かべるのではないでしょうか。高校の歴史教
科書にはそうした記述が多く、江戸時代の間ずっと、武士とそ
れ以外の階級が激しく対立していたと理解している方も少なく
ないのではないかと思います。
　しかしそんな支配が、260 年間も続くでしょうか。私は各

地の旧家を訪ね歩いて古文書を調べていくうちに、そうした江
戸時代のイメージには問題があるのではないかと思うようにな
りました。確かに農民の意思や行動が、藩や幕府の政治を実際
に変えた例はたくさんあります。しかしその多くは、「訴

そ
願
がん

」
という平和的、合法的な方法で実現されていたのです。
　これは一方で、支配している武士の側が民意を汲み取ろうと
し、そのための仕組みを整備していたことをも意味しています。
社会を安定させるためには、良い政治を行い、民意を吸い上げ
て政策に反映させる他はありません。そうした視点から、「権
力による民意吸収機能」や「世論政治」あるいは「権力がもつ
公共性」といった概念を提起しました。発表当時は反発も受け
ましたが、今はほぼ定着した解釈になっていると思います。

市民参加で進めてきた貴重な歴史資料の保存活動
　東北大学は 1996 年、「東北アジア研究センター」を設立し
ました。ロシア、モンゴル、中国、朝鮮、そして日本を含む地
域の国や人が、互いにどう関係してきたのかを研究する機関で
す。私もその一員となり、センター長も務めました。
　私の専門は、「鎖国」をしていた江戸時代です。限られた国
としか貿易も交流もしなかったので、外国に脅えて閉じこもっ
ていたかのように思われています。しかしロシア側の史料に基
づいて、江戸時代の日露関係を研究してみると、事実は全く違っ
ていたことが分かります。ロシア学の先生にお願いして共同で
2000 年からロシア史料の調査をしたところ、日本は欧米列強
に対抗して領土拡張までしていたことが分かったのです。
　実は江戸幕府は、単に国を閉ざそうとしていたわけではあり
ません。「鎖国」というのは、日本主導の貿易コントロールの
体制のことなのです。世界中の植民地化を進めていたヨーロッ
パの列強を従わせていたのですから、たいへんな力をもってい
たと考えたほうがよいのです。江戸時代の日本は、ロシアをは
じめとする欧米から、政治が安定した強大な「帝国」であると
みなされていたことも明らかにしましたが、こうした「鎖国」
の実態を考えれば、「帝国」認識は当たり前だったといえます。
　こうした研究成果を、一般向けにまとめた『開国への道』と
いう本を 4 年前に出しました。ほかにも、従来の歴史学の常
識を覆すような内容がたくさん書かれた本になっています。ぜ
ひご覧いただきたいですね。
　以上の通り、私が依って立つのは今までの定説ではなく、古
文書をはじめとする史料です。しかし肝心の歴史資料が、先ほ

ど宮城県北部地震の例でご紹介したように、近年は急速に失わ
れつつあります。災害をきっかけに所在が明らかになる古文書
もありますが、むしろ被災して失われたり処分されたりする史
料の方が圧倒的に多いのです。阪神・淡路大震災以降、史料保
存の動きが盛んになりました。しかしそもそもどこにどんな史
料があるのか、見つけ出したとしてどのように保存することが
ベストなのかなど、課題は山積していたのです。
　宮城県北部地震の後、私たちは「宮城歴史資料保全ネットワー
ク」という NPO 法人を組織しました。災害が発生した後では
間に合わないので、「発生前」に活動しようというのです。この
団体では、研究者だけでなく広く市民の皆様にご参加いただく
ことで、大きな成果を上げています。史料の発掘から調査、写
真撮影、保管等を地域の方々と共に行い、2008 年の岩手宮城
内陸地震の際にも大きな力を発揮しました。今では、全国で同
様の活動をする研究機関や団体にノウハウを提供しています。

東北の大震災は千年ぶりではなく 400 年前にもあった
　しかし、東日本大震災による歴史資料へのダメージは、想定を
はるかに超えるものでした。私たちが被災地に入って救出・確保
した史料は、今年 10 月末までにおよそ 5 万点に上っています。
　津波で海水をかぶり、泥まみれになった古文書の再生には、
芸術系大学の保存修復分野からの応援や、考古学の保存科学分
野からの応援を受けました。感激しましたが、この結びつきを
今回限りにしてはなりません。この経験を活かし、歴史資料の
保存そのものを研究対象にしたいと考えました。その結果、災
害科学国際研究所で「歴史資料保存研究分野」を立ち上げ、まっ
たく新しい学問に取り組むことになったのです。
　私は以前から、地域の方々に喜んでいただける研究がしたい
と思ってきました。地域の歴史を明らかにすることで、そこに
住む方々がご自分の郷土に誇りを持ち、貴重な伝統の継承に積
極的に取り組んでいただけるよう願いながら、史料の保存や地

域史の研究をしてきました。東日本大震災を経て、その想いは
いっそう強くなりました。加えて今では、歴史学はもっと市民
の役に立たなければならない、具体的には、実際の防災に貢献
しなければならないと考えています。
　たとえば今回は「千年に一度の大津波」と言われることが多
いのですが、これは誤りで、今後の防災のためにはマイナスに
働きかねません。たしかに、869 年には「貞

じょうがん
観津波」と呼ば

れる大災害が発生しました。しかし巨大地震による大津波はそ
れ以来ではなく、実は今から 400 年前の 1611 年に起きた、
江戸時代の「慶長奥州津波」もそうだったことが明らかになっ
てきました。今までは津波被害や地震の正確な規模は不明でし
たが、最新の古文書研究に基づいて津波工学と連携し被災範囲
や浸水域を推定したところ、マグニチュード 8.5 以上の巨大
地震だったというシミュレーション結果が出たのです。これも
私たちの、文理連携による研究成果の一つです。
　皆さんも自分の地域のハザードマップをご覧になると、かつ
ての宿場町や街道のルートが洪水や津波などを避けた、比較的
安全な地帯にあることが見えてくると思います。立地には先人
の知恵が反映されているわけです。災害を記録した文献や石碑
はもちろん、寺社の所在地やその移設の記録からも、貴重な教
訓を得ることができるはずです。
　しかし防災のために何が一番大切かと聞かれたら、私は「と
にかく逃げることだ」と答えたい。大きな地震が起きたら急い
で海岸から離れ、高い所を目指す。警報が出たら様子を見てい
ないですぐさま逃げる。これが東日本大震災からわれわれが得
た、最大の教訓です。南海トラフの３連動地震・津波による甚
大な被害予測が出されていますが、「次」こそは、東日本大震
災を含めた過去に学ばなければなりません。そのためにも、歴
史学はさらに「役に立つ学問」を目指して前進しなければなら
ないと考えています。

（取材＝ 2012 年 11 月 17 日／イズミティ 21 小ホールにて）

会場内の様子 ▶

会場前ホワイエでのパネル展示 ▶



これからの主な

「学び」イベント このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

1
JAN

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

2
FEB

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

Web版はより多くの情報を
随時更新しています。

http://www.manabinome.com
まなびのめ│ 検索

2
FEB

1月20日（日）「ここ de 再会～なつかしの学芸員と」
記念トーク
講　師　福島美術館学芸員　他

福島美術館 50名

13:30

▲

15:30

Tel 022-266-1535福島美術館
http://www.fukushima-museum.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月22日（火）～3月 2日（土）きもの―芹沢銈介・模様の世
界―（第 II 期）

東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館　5階

10:00

▲

16:30

Tel 022-717-3318東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館
http://www.tfu.ac.jp/kogeikan/

場　所

主催者

URL

問合先

1月25日（金）東北大学サイエンスカフェ　第 88 回：
絆を支えるホルモン、オキシトシン
講　師　西森　克彦（東北大学大学院農学研究科教授）

せんだいメディアテーク　1階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-4977東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

1月25日（金）市民公開講座「低温物理学―絶対零度の
不思議な世界」
講　師　新井　敏一（東北工業大学共通教育センター理数教育部准教授）

東北工業大学一番町ロビー　4階ホール 60名

18:30

▲

20:00

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月26日（土）仙台市博物館友の会イベント　古文書入門講習
会「あなたへ…仙台藩主に宛てた夫人の手紙」
講　師　坂田　美咲（仙台市博物館学芸員）

仙台市博物館ホール

13:30

▲

15:00

Tel 022-225-3074仙台市博物館
http://www.city.sendai.jp/kyouiku/museum/

場　所

主催者

URL

問合先

1月26日（土）仙台藩志会公開講座　伊達学塾「国分 17
代『国分盛重』出奔事件の謎」
講　師　秋山　榮作（宮城地区歴史探訪会会員他）

仙台市戦災復興記念館　5階会議室 130名

14:00

▲

16:00

Tel 022-392-7729仙台藩志会
参加資料代：700円

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

1月27日（日）平成 24 年度オープン講座
「吉田初三郎の鳥瞰図」
講　師　須賀　正美（東北歴史博物館上席主任研究員）

東北歴史博物館　3階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/enter_top.html

場　所

主催者

URL

問合先

2月 1日（金）東北大学リベラルアーツサロン　
第 20 回：解体新書　『捕鯨論争』
講　師　石井　敦（東北大学東北アジア研究センター准教授）

せんだいメディアテーク　1階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-4977東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

2月 2日（土）まちなか美術講座第 29 回「佐藤忠良が
遺したもの」
講　師　三上　満良（宮城県美術館学芸員）

東北工業大学一番町ロビー　4階ホール 60名

13:00

▲

14:30

Tel 022-221-2111宮城県美術館＋東北工業大学
http://www.pref.miyagi.jp/bijyutu/museum/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月 3日（日）平成 24 年度オープン講座
「人喰い狼と人喰い熊の記録」
講　師　村上　一馬（東北歴史博物館主任研究員）

東北歴史博物館　3階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/enter_top.html

場　所

主催者

URL

問合先

2月 9日（土）復興大学公開講座「復興の政治学」復興
はなぜ遅いのか
講　師　井上　義比古（東北学院大学法学部教授）

TKPガーデンシティ仙台（アエル 21階・ホールA1） 100 名

13:00

▲

15:00

Tel 022-795-4933復興大学
http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月 9日（土）復興大学公開講座「復興の経済学」復興、
防災、減災―私たちに今できること―
講　師　佐藤　公敏（日本ヒートアイランド学会理事）

TKPガーデンシティ仙台（アエル 21階・ホールA1） 100 名

15:30

▲

17:30

Tel 022-795-4933復興大学
http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月10日（日）平成 24 年度オープン講座「古代の木製
農具」
講　師　阿部　博志（東北歴史博物館研究員）

東北歴史博物館　3階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/enter_top.html

場　所

主催者

URL

問合先

2月16日（土）復興大学公開講座「復興のための生活構築学」いのちを救う
―災害時における医療者と非医療者の役割、連携のあり方―
講　師　大河原　雄一（東北薬科大学保健管理センター教授）

TKPガーデンシティ仙台（アエル 21階・ホールA1） 100 名

13:00

▲

15:00

Tel 022-795-4933復興大学
http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月12日（火）第 55 回「くすりと健康市民講座」―ご存知です
か？　お薬屋さんがこのように変わりました―
講　師　佐藤　亨（仙台市薬剤師会理事）

エルパーク仙台５階　セミナー室

13:30

▲

15:00

Tel 022-391-1150社団法人仙台市薬剤師会
講演会終了後『お薬の相談会』

場　所

主催者

備　考

問合先

2月16日（土）復興大学公開講座「復興の思想」近世東北の災害・
飢饉史―人々は災害にどう向き合ってきたか―
講　師　菊池　勇夫（宮城学院女子大学学芸学部教授）

TKPガーデンシティ仙台（アエル 21階・ホールA1） 100 名

15:30

▲

17:30

Tel 022-795-4933復興大学
http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月17日（日）海老澤敏による協奏曲講座「多彩深甚なモーツァルト協奏曲の世界」【第 3 回】近
代協奏曲の原点と頂点としてのモーツァルト―その歴史的・現代的意義を語る―
講　師　海老澤　敏（仙台国際音楽コンクール運営委員長）

青年文化センター　交流ホール

14:00

▲

15:30

Tel 022-727-1872仙台国際音楽コンクール組織委員会・仙台市・仙台市市民文化事業団
http://www.simc.jp/citizen/outreach/other/

場　所

主催者

URL

問合先

2月22日（金）東北大学サイエンスカフェ　第 89 回：言葉がわかるコンピュータ
はどこまでできたか　～言葉の不思議と自然言語処理の最前線～
講　師　乾　健太郎（東北大学大学院情報科学研究科教授）

せんだいメディアテーク　1階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-4977東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

2月23日（土）復興大学公開講座「復興の社会学」災害・復興ボランティアのマネジ
メント論　―阪神淡路大震災・東日本大震災から見えてくるもの―
講　師　丸山　弘志（ボランティア山形副代表）

TKP仙台カンファレンスセンター（ソララガーデン・オフィス 2階・2A） 100 名

13:00

▲

15:00

Tel 022-795-4933復興大学
http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月23日（土）仙台藩志会公開講座
伊達学塾「仙台藩　屋敷」
講　師　渡辺　洋一（宮城歴史の会会長）

仙台市戦災復興記念館　5階会議室 130名

14:00

▲

16:00

Tel 022-392-7729仙台藩志会
参加資料代：700円

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

「まなびのめ」第18号懸賞クイズの
正解は下記のとおりです。

図書カ
ード

1,00
0円分

図書カ
ード

1,00
0円分

図書カ
ード

1,00
0円分

今号も「まなびのめ」クイズを実施しております。正解者の中から抽選で3名様に図書カードが当たります
ので、奮ってご応募ください！！ ※詳細は研究者インタビューページをご覧ください。

Q.1　看護者と患者さんは、共に○○していく関係。○○とは？
答え　成長

Q.2　グリーフサポートにあたるボランティアスタッフを何と呼ぶ？
答え　ファシリテーター

第18号

クイズの正解発表！！

第 18 号にもたくさんの
お便りが届いています。
ほんの一部をご紹介。

読者の声 読者の声

「参加体験記」「参加体験記」募集中！募集中！参加体験記

読者の皆様が参加された「学び」イベントの感想やレポートをお待ちしています。
◎投稿先「まなびのめ」編集部　はがき・FAX・E-mailにて受付。
   Webからも応募できます。
◎採用させていただいた方に粗品を進呈いたします。
　※なお、採用の可否は編集部に一任いただきます。

粗
品

進
呈

「学び」イベントに行ってきました

　日本生活協同組合連合会（日本生協連）では、「食の安心、安全」を
第一とする観点から、昨年の大震災以来食生活の調査を続けてきてい
ます。福島の原発事故以来食品放射能汚染問題が巷で取り上げられ、
過剰反応や風評被害まで起きているので、一般家庭の日々の食事に含
まれる放射性物質の量の調査を実施しました。
　陰膳方式といって、家庭での普段通りの食事をもう 1 食余分に用意
して、2 日分を混合して検査先へ送り、そこでゲルマニウム半導体型
検査器にかけて、放射性物質の摂取量を測定します。
　今回の検体は 334 件、そのうち検出限界以上の放射性セシウムが検
出されたのは 3 件（1%）でした。検出されたような食事を 1 年間継
続して食べたと仮定した場合の食事からの内部被ばく線量は 0.019 
mSv ～ 0.047 mSv と推定されました。これは「年間許容線量 1 mSv」
に対して約 1/20 となり十分低い線量と考えられます。
　放射性物質は自然界（宇宙線）や大地にも存在していて、食物も○
○産だから、とことさら神経質にならずに新鮮なものを摂取できると
いいですね。子育て中の福島の女性が「説明を聞いてかなりほっとした」
という感想だったそうです。継続して検査を実施して情報提供してほ
しいです。� （庄子　都）

　タイトルに興味を惹かれました。参加してみると、「教化フォーラム」
なのでお坊さんやお寺の関係者らしき人がほとんどのようですが、一
般開放されているので、自分も含め数人は一般参加者も。閉会間際に
主催者が「『まなびのめ』を見て申し込まれた方は？」と確認すると、
5 人くらい手が挙がりました。全体の 1 割ほどで高確率です。
　内容もなかなか興味深いものでした。生物が幸福感を得るのにはセ
ロトニンという神経伝達物質が決定的に必要、とのこと。ところが高
ストレスの現代社会では、全般的にセロトニン神経を弱らせる社会に
なっている、ということで、キレやすかったり、うつ病やうつ傾向が
多かったり、というのもセロトニン不足と大いに関係があるらしい。
そこで、研究によってわかってきた「こうすればセロトニンの分泌を
増やせる」ということを、有田先生が解説してくださいました。セロ
トニン活性化には、
　１）リズム運動（歩行、咀嚼、呼吸など）、
　２）太陽光を浴びる、
　３）他とのふれあい（グルーミング）が効果的、とのこと。
　１）に関して、坐禅の呼吸法や読経が理にかなっているという関係
です。リズム運動といっても、テレビを見ながらランニングマシンを
やってもセロトニンがほとんど分泌されなかった、という結果だった
そうで、「集中」ということも大事なようです。３）は人だけでなくペッ
トとのふれあいでもよく、マッサージなどの触覚刺激で、オキシトシ
ンというストレス中枢を抑制する物質が分泌されるので、結果として
セロトニン系が活性化しやすくなるとのこと。
　氣分が上向かないときは、無理に上げようとするよりも、上記 3 点
を意識してみると自然に良い方向に向かうのでしょうね。落ち込んで
いる人への対応も過度な励ましで負担を感じさせるより、「リズム」「太
陽」「ふれあい」をそれとなく伝えてちょっとずつでも実行してもらう
のが案外近道かもしれません。かなり実際的な「学び」となりました。
感謝。� （若林区・前進）

< 食と農と放射能セミナー >
　■ 家庭の食事からの放射性物質摂取量調査結果について

講師　日本生活協同組合連合会商品検査センター　和田　伊知朗　氏

< 曹洞宗東北管区教化センター第 41 回教化フォーラム >
　■ 「坐禅を科学する」

講師　東邦大学医学部統合生理学教授　有田　秀穂　氏

2012 年 10 月 18 日（木）13：30～15：30 　会場：みやぎ生協黒松店集会室

2012 年 11 月 20 日（火）13：30～15：30　会場：メルパルク仙台

参加体験記

「まなびのめ」配色法：襲色目（かさねのいろめ）

第19号・冬／「枯色」（kare-iro）

第18号　シリーズ「東日本大震災」【1】―心に寄り添う―

　震災にまつわる心身の痛みについて、深く考えさせられました。震災
から 1 年半以上経った今でも、復旧・復興の進んでいない部分は多く、
まだ多くの人が心身に不調を抱えていることに、不安な氣持ちになりま
した。そんな中でも今回の先生方は、自分のできることや氣付きにした
がって、ベストを尽くそうとされているのが伝わり、自分も何かできな
いかと思いました。身近な人から、少しずつでも声かけをしていきたい
と思います。� （仙台市青葉区・32 歳　男性）
　　
　お二人のインタビューを読みながら、色々考えました。私にできるこ
とを少しずつでも行動に起こしていきたいと思っています。
� （柴田郡川崎町・34 歳　女性）
　　
　震災の被害者をまだまだ応援している人々が多くいることをあらため
て思わされました。時がたつにつれて風化しないで未来に向かって努力
している人々がいることがすごいと感じました。情報を知ることができ
便利です。� （仙台市泉区・65 歳　女性）
　　
　東日本大震災の被災者の心のケアは、やはりこれから長い間の大きな
課題になるのだと思いました。� （黒川郡富谷町・23 歳　女性）

　震災の精神的ケア特集、非常に参考になりました。私も昨年よりボラ
ンティア作業に参加しておりますが、仮設住宅でもいろいろな問題があ
ります。特に一人暮らしのお年寄りへのサポートが氣になっています。
� （仙台市泉区・63 歳　男性）
　　
　「石巻市湊小学校避難所」の映画を見て、18 号「まなびのめ」を読み、
私が知らなかったことを考えさせられることが多々ありました。これか
らも「まなびのめ」を読み続けていきますので、身近な記事を宜しくお
願いします。� （多賀城市・60 歳　女性）

　物質的支援は分かりやすく取り組みやすいですが、精神的支援は状況、
感じ方皆異なるので非常に難しいですね。ただ今回のお話は支援ととら
えず、共に進むという方向性があってとても素晴らしいと思います。
� （仙台市泉区・40 歳　男性）
　　
　今回初めて情報誌を入手し、すぐ講演会に参加できました。大切な情報
誌！と思いました。（地底の森ミュージアムに出かけて初めて入手。）もっ
と身近な所で入手できないのだろうか。�（仙台市太白区・65 歳　女性）
　　
　フリーペーパーで、こんなに内容の濃い冊子があったとは知りません
でした。学都仙台として、この「まなびのめ」は必要な情報誌です。ま
すますの内容の充実を期待します。� （仙台市泉区・47 歳　女性）
　　
　伊藤先生の話を読み、「共に成長していく関係」を知り、とても勉強
になりました。残念ながら、参加出来なかった「Live 版」…報告、参
加体験記を期待しています。� （石巻市・35 歳　男性）

その他のお便りは Web 版でご覧いただけます。


